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世界の世界史 
 

羽田 正 
東京大学東洋文化研究所 



1. 存在としての歴史 
過去に起こった出来事とその変遷の総体 

2. 記録・叙述としての歴史 
I. 歴史学者が整理・解釈し、体系化した過去の叙述 
II. 小説家やドラマ作者による作品 

3. 高等学校で教えられる日本史と世界史（学校教育の
科目） 
なぜ、世界史と日本史の二本立てなのか？ 

歴史の種類 



 
∗ 高校教育、大学入試 
∗ 暗記科目。大学卒業時までにはほとんど忘却してしまう細
かい歴史的名辞 

∗ 日中、日韓歴史教科書・歴史認識問題 
∗ 近現代史における日本の政策の評価をめぐる対立 

 

∗ なぜ、歴史の教育と研究（歴史学）が必要なのか？ 

何のために歴史を学ぶのか？ 



 
∗ １＋１＝２。世界共通の知識 
∗ 皆さんが学習した「日本史」と「世界史」は？ 

 
∗ 歴史教育は、国によって異なる 
∗ 『世界の教科書』シリーズ（明石書店） 
∗ 『世界の歴史教科書 11ヶ国の比較研究』（明石書店） 

歴史は世界共通ではない！ 
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フランスの高校歴史教科書 
（Nathan社版） 

   
第１巻：現代世界の基礎（Guillaum Le Quintrec編、2001年） 
第１部：古代における市民権の例 
１．紀元前５世紀のアテネにおける市民 
第２部：キリスト教の誕生と伝播 
２．キリスト教の誕生、３．キリスト教の伝播 
第３部：12世紀の地中海：３つの文明の十字路 
４．キリスト教西方（Occident）、ビザンツ、イスラームの対照、５．３つの文明間での
接触 
第４部：人文主義とルネッサンス 
６．人文主義と宗教改革、７．ルネッサンス 
第５部：革命と1851年までのフランスにおける政治経験 
８．旧制度（Ancien Régime）の最後の時期、９．フランス革命、10. 統領政府と帝
国、11. 革命の遺産 
第６部：19世紀前半のヨーロッパ 
12. ヨーロッパの初期産業革命、13. 産業社会の誕生、14. ヨーロッパにおける自
由主義と国民主義、15. 1850年におけるヨーロッパ 



フランスの高校歴史教科書 
（Nathan社版） 

   
第２巻：世界、ヨーロッパ、フランス（1850-1945）（Jacques Marseille編、2002
年） 
第１部：19世紀中葉から1939年の産業化の時代とその文明 
１．経済成長と産業社会、２．産業化時代の芸術、宗教、文化、３．ヨーロッ
パと支配される世界 
第２部：19世紀中葉から1914年のフランス 
４．フランスの障害と活力（1848-1914）、５．一つの共和国から別の共和国へ
（1848-1879）、６．共和国の根付き（1880-1914） 
第３部：戦争、民主主義、全体主義 
７．第一次世界大戦、８．自由民主主義の危機。1930年代のフランス、９．全
体主義体制、10. 第二次世界大戦の諸測面、11. ナチスの大量殺戮政策、
12. 第二次世界大戦中のフランス 



フランスの高校歴史教科書 
（Nathan社版） 

 第３巻（Guillaum Le Quintrec編、2004年） 
第１部：1945年から今日までの世界 
１．1945年の世界、２．産業社会から通信・情報社会へ、３．体制イデオロ
ギーの二つのモデル、４．1970年代までの東西対立、５．1970年代末の脱植
民地化した第三世界、６．1970年代からの新世界秩序探求、７．1945年から
今日までの中東 
第２部：1945年から今日までのヨーロッパ 
８．1945年から1989年までの西ヨーロッパ建設、９．人民民主主義の時代、
10. 1989年以後のヨーロッパの賭け 
第３部：1945年から今日までのフランス 
11. 第二次世界大戦の結果と記憶、12. 1945年から今日に至る政治状況、
13. 1945年から今日に至る経済、社会、文化、14. 1945年以後の世界にお
けるフランス 
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 第１巻 
第１章 歴史とその始まり 
歴史とは何か、歴史家とは誰か、歴史以前 
第２章 古代世界 
両河間地域、エジプト、インドと中国、アーリア人以前のイランの国土と人々、
アーリア人の移住と国家形成、アケメネス朝、ギリシアとローマ、アルサケス
朝、サーサーン朝 
第３章 イスラームの勃興：歴史における新しい動き 
メッカのイスラーム、マディーナのイスラーム、初期カリフの時代、ウマイヤ朝
カリフ政権、アッバース朝カリフ政権 
第４章 イスラーム以後サファヴィー朝までのイラン 
イスラーム時代初期のイラン、ガズナ朝からモンゴル時代のイラン、モンゴ
ルからサファヴィー朝時代のイラン、イランの文明と文化（イスラーム以後ヒ
ジュラ暦９世紀まで） 
第５章 中世ヨーロッパとルネッサンス 
中世のヨーロッパ、十字軍戦争、ヨーロッパのルネッサンス 

イランの高校世界史教科書 
『イランと世界の歴史』（1387年（2009年）公定版） 



イランの高校世界史教科書 
『イランと世界の歴史』（1387年（2009年）公定版） 

 第２巻 
第１部 近現代の世界史 
ヨーロッパの近代、近代ヨーロッパの政治的変遷、近代の諸革命、最後のム
スリム諸帝国、19世紀欧米の政治情勢、19世紀における植民地化、19世紀

のアジア：植民地化に対する戦い、第一次世界大戦、戦間期時代の世界、
第二次世界大戦、冷戦の時代 
  
第２部 近現代のイラン 
サファヴィー朝時代のイラン、サファヴィー朝崩壊からカージャール朝成立ま
でのイランの情勢、カージャール朝時代のイラン：植民地主義者への対応、
モハンマドシャーとナーセロッディーンシャーの時代、ヨーロッパ産業革命の
イランへの影響、イラン立憲革命、カージャール朝の崩壊、レザーシャーの
政権、連合国の占領からモルダード月28日のクーデタまでのイラン情勢、ホ

メイニー師指導によるイスラーム運動の開始、イスラーム革命（１）～（３）、イ
スラーム革命勝利後のイラン（１）～（２） 
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中国の歴史教科書『世界通史（第二版）』 
（王斯徳主編、華東師範大学出版社刊行、2009年） 

 第一編『前工業文明と地域の歴史－1500年以前の世界』 
第１章 先史時代：１．人類の起源、２．石器時代、３．国家の誕生、４．先史文化 
第２章 古代東方文明：１．古代エジプト、２．古代メソポタミア、３．古代ペルシア、４．
古代インド 
第３章 古代ギリシア文明：１．ギリシア文明の起源、２．古典時代のギリシア、３．ギリ
シア文明の発展 
第４章 古代ローマ文明：１．ローマ文明の発端、２．ローマ共和国の成立、３．共和制
ローマから帝政ローマへ、４．ローマ帝国の盛衰 
第５章 中世ヨーロッパ文明：１．西欧封建文明の成立、２．封建制度の強化と西欧
主要国家、３．西欧中世都市の興隆、４．ビザンツ帝国と東方正教文明、５．ロシアと
中東欧国家 
第６章 ７－15世紀のアジア封建文明：１．東アジアと東南アジア（朝鮮、日本、その
文化）、２．ベトナム、３．モンゴル、４．インド、５．アラブ文明 
第７章 アフリカとアメリカの古代文明：１．アフリカ、２．アメリカ 
第８章 中世を抜け出す西欧：１．資本主義的生産関係の萌芽、２．新航路の開拓、
３．ルネッサンス、４．宗教改革 



中国の歴史教科書『世界通史（第二版）』 
（王斯徳主編、華東師範大学出版社刊行、2009年） 

第二編『工業文明の興盛－16-19世紀の世界史』 
第１章 現代工業文明への道：１．新しい科学の発展、２．理性の光－18世紀フ
ランスの啓蒙運動、３．市場経済の発展 
第２章 工業文明の扉を開く政治革命：１．ネーデルラント革命、２．イギリスブル
ジョア革命、３．アメリカ独立戦争、４．フランス大革命 
第３章 イギリス工業革命・工業文明時代の到来：１．イギリス工業革命の背景、
２．イギリス工業革命の過程、３．工業文明時代の到来、４．政治社会改革と世
界覇権の地位確立 
第４章 工業社会の誕生と民族国家建立：１．フランスの工業社会化、２．ドイツ
資本主義の発展と統一民族国家の建立、３．イタリア民族復興運動、４．アメリカ
南北戦争と興行資本主義の勝利 



中国の歴史教科書『世界通史（第二版）』 
（王斯徳主編、華東師範大学出版社刊行、2009年） 

第二編『工業文明の興盛－16-19世紀の世界史』 
第５章 工業文明への批判と労働運動の興起：１．工業文明の進展と社会問題
の発生、２．工業文明の批判と弁護、３．労働運動と社会主義運動の興起、４．
マルクス主義の資本主義工業文明批判とその超越 
第６章 近代異文明間の衝突：１．奴隷貿易、植民地統治とアフリカ社会の変革、
２．植民地から民族国家へ向かうラテンアメリカ、３．二つの文明のアジアにおけ
る衝突、４．東方国家の近代化の試み―日本の明治維新、５．西方に向く―ロシ
アにおける資本主義制度の確立 
第７章 新たな飛躍・工業文明の発展：１．第二次工業革命の興起、２．資本主
義生産関係の変化、３．現代社会の新しい様相、４．科学文明の新機軸と発展 
第８章 第二次工業化の波の下の列強：１．挑戦を受けるイギリス、２．進歩を続
けるフランス、３．興隆するドイツ、４．急速に発展するアメリカ、５．伝統と現代が
交じり合うロシア、６．拡張に向かう日本 



中国の歴史教科書『世界通史（第二版）』 
（王斯徳主編、華東師範大学出版社刊行、2009年） 

第三編『現代文明の発展と選択－20世紀の世界史』 
第１章 20世紀初めの世界の動向と構造：１．列強支配下の世界、２．世界の構
造転換期における部分的衝突、３．第一次世界大戦、４．ヴェルサイユ‐ワシント
ン体制 
第２章 ソ連型社会主義による現代化路線の開拓：１．ロシア革命の勃発、２．
1917年10月革命とソヴィエト政権の建設、３．ソヴィエト＝ロシアによる社会主義
路線の探索、４．“スターリン型”の確立 
第３章 資本主義体制の動向と調整：１．20年代資本主義世界の繁栄と平和、２．

社会改良運動と社会民主党の政権参画、３．世界ファシスト運動の興起、４．
1929-1933年の資本主義世界経済の大危機と資本主義体制の自己調整 
第４章 第二次世界大戦：１．ファシスト国家の条約破棄と軍拡、２．集団安全保
障体制と融和政策、３．部分戦争から全面戦争へ、４．戦争の戦略転換と反ファ
シスト連盟の勝利、５．テヘランからポツダムへ・戦勝国による戦後世界の段取り 



中国の歴史教科書『世界通史（第二版）』 
（王斯徳主編、華東師範大学出版社刊行、2009年） 

第三編『現代文明の発展と選択－20世紀の世界史』 
第５章 東西冷戦の開始：１．資本主義体制の組織替え、２．社会主義陣営の形
成、３．米ソ冷戦、４．冷戦初期の重大な衝突 
第６章 科学技術革命と戦後資本主義の発展：１．戦後科学技術革命とその影
響、２．アメリカ国家独占資本主義の発展、３．西ヨーロッパの復興と連合、４．日
本経済の急速な成長、５．70年代の経済危機と資本主義の再調整、６．戦後に
発達した資本主義国家の社会主義運動 
第７章 戦後のソ連と東ヨーロッパ諸国の発展と変革：１．戦後のソ連の歩み、２．
東ヨーロッパ諸国の転変、３．東ヨーロッパの激変とソ連解体 
第８章 20世紀民族解放運動と発展途上国の現代化路線：１．民族解放運動の

興起、２．戦後の民族独立のうねりと植民地体制の瓦解、３．発展途上国の現代
化路線 
第９章 世界情勢の多極化：１．二つの陣営への分化、２．“第三世界”の興起、
３．米ソの覇権争い、４．二つの陣営時代の終わり 
第10章 20世紀思想文化の発展：１．哲学と歴史学、２．文学芸術、３．宗教 
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台湾の高校歴史教科書 
（『歴史』全４冊、三民書局、2011年） 

第一冊 
第一章 歴史の始まりから大航海時代まで 
第一節 有史時代以前の台湾と台湾原住民、第二節 オランダ、スペインと鄭
氏 
第二章 清朝の統治 
第一節 政治経済の発展、第二節 社会文化の変遷、第三節 外からの衝撃と
近代化 
第三章 日本の植民地統治 
第一節 日本の台湾領有と近代植民地体制の成立、第二節 社会と文化の変
遷、第三節 戦時の台湾社会 
第四章 現代台湾と世界 
第一節 政治：戒厳から解厳へ、第二節 経済：成長と挑戦、第三節 社会：変
遷と多元、第四節 文化発展とネットワーク時代 



台湾の高校歴史教科書 
（『歴史』全４冊、三民書局、2011年） 

第二冊 
第一章 中華世界の形成 
第一節 村落から国家へ、第二節 封建体制の盛衰、第三節 帝国体制と天下の
秩序 
第二章 中世の変革 
第一節 分裂から統一へ、第二節 多民族と多文化の交流 
第三章 近世の発展 
第一節 諸民族の興起と中華・夷狄（夷夏）関係、第二節 経済発展と人口問題、
第三節 士大夫社会と庶民文化 
第四章 近代の衝撃 
第一節 帝国の衰退、第二節 現代化の端緒 
第五章 中華民国の建設と発展 
第一節 革命と建国、第二節 新文化と新思潮、第三節 国民政府の成功と失敗 
第六章 共産中国と台湾海峡両岸の関係 
第一節 共産革命、第二節 近年の政治経済と社会改革、 第三節 台湾海峡両
岸関係の転変 
 



台湾の高校歴史教科書 
（『歴史』全４冊、三民書局、2011年） 

第三冊 
第一章 古代文明の遺産 
第一節 大河と文明、第二節 哲学の発達、第三節 西方古典文化の形成 
第二章 世界宗教と中世文明 
第一節 東アジアの宗教と社会、キリスト教会と中世ヨーロッパ、イスラーム文明
の興起 
第三章 世界文明の転変と連動 
第一節 ヨーロッパ社会の転変、第二節 世界文明の交流、第三節 アジアの
大帝国の発展 
第四章 ヨーロッパ勢力の勃興 
第一節 近代ヨーロッパの興起、第二節 近世の経済と社会の変化、第三節 
近世の思想と学術 



台湾の高校歴史教科書 
（『歴史』全４冊、三民書局、2011年） 

第四冊 
第一章 動乱の時代 
第一節 アメリカ独立革命とフランス大革命、第二節 産業革命とその初期の影
響 
第二章 資本主義国家の挑戦 
第一節 西方勢力の興隆、第二節 西洋の衝撃下の清帝国、第三節 非西洋
世界の危機と転機 
第三章 歴史の転換 
第一節 第一次世界大戦と西洋文明の変遷、第二節 ロシア革命と共産党独
裁統治、第三節 アジアの反植民地化運動 
第四章 世界覇権の争奪 
第一節 第二次世界大戦と戦後の国際情勢、第二節 1960年代の政治と社会 
第五章 私たちの生きる時代 
第一節 日常生活と大衆文化の変遷、第二節 台湾海峡両岸と世界新秩序 



 
 

Robert Tignor et al. 
Worlds Together, Worlds Apart 

A History of the World: From the 
Beginnings of Humankind to the Present 

 
Third Edition  

Hardcover 
December 2010 

W. W. Norton & Company, Inc. 
 

http://books.wwnorton.com/books/978-0-
393-93492-2/ 

 
 
 



∗ 世界史とは何か？ 
 

∗ 誰が世界史を書いたのか？ 
 

∗ なぜ世界史を学ぶのか？ 
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